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一代目 高 m  典之さん ( 昭和フ年 8 月生 
  

育 m  氏枝 さん ( 昭和旧年日月生まれ ) 
旧 射 

二ィ 七目 高山 利 興 さん ( 昭和明年姉月生まれ ) 
㏄ 3 期 

高山 博子さん ( 昭和 37 年白月生まれ ) 
(32 期 ) 

  三ィ 七目 高 m  奉 Ⅲ 尊 くん ( 昭和 57 年Ⅱ 月 生まれ ) 
( 中学 3 年 ) 

  高 m  和秋 くん ( 昭和 59 年日月生まれ ) 
( 中学「 年 ) 

ク には民 まぞ ろ 
ラ ー " 枝 しれ " 家 
ヌ 、 年首さ たの 野族 
あ 間木ん   時間三 おじいちゃんの 典之さんは、 学制変革の午。 こ   
まい学私 
し ま 校 - た 垣 代を振 代岡 の高山 卒業し、 希望者は新制中学 3 年に編入されたそ う 

0 年生まれの 人 たらは、 旧制の高等小学校 2 年で 

た し に ち 
。 た 併が   です。 おばあ ちゃんの 民枝 さんは、 第 6 期、 お 父 
ボ 」 設 1 つ 一校 さんの刑典さんは 第 33 期、 お母さんの博子さんは 
ロク さ年 て 家に 校 れ生 いに 通 l 第 @2   期卒業。 利博 くんと和秋くんは、 現在在学中。 
舎スたの 
" Ⅰは 校こ たた 、そ って 親子姉世代同居で、 かんな間中というご 一家です。 
散大会 ろ き れい 
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健 やひ ぼ 成長を応援 
家庭生活の安定と 次代を担う児童たちの 健全な育成を 大きな 目 

的とし、 手当を支給する 制度に『児童扶養手当』『特別児童扶養 

手当』『児童手当』の 三 制度があ ります。 

ゆ謬堺多 
  

  
Ⅰ 

父親がれない 児童 ( 父親が重度障害者の 場合 ;  請求手続きに 必要なものは、 
を 含む。 ただし、 児童が公的年金の 加算対象と ;   手当を受けようとする 人は、 福祉課窓口に 
なっている場をのぞく ) の母親や 、 母に代わっ 幸 次の書類を添えて 請求の手続きをしてくださ 

て 児童を養育している 人に対して支給されます。             @0 

㈱請求者および 児 糞の戸籍掛木 

手当を受給できる 人は 、 
  (2@ 帯全員の住民票   

(3@ 鑑 、 その他必要な 古 類   
◆父母が婚姻を 解消した 児音 。 

●父が死亡した 児榔 。 ただし、 公的年金が受 ;  現在受給中の 人は 、 

岡
垣
町
 

給 できる場合を 除きます。 
●父が重度の 障害 ( 年金の障害等級 1 級 程度 ) 
にあ る 児 宜で、 公的年金の加算対象になっ 

ていない児童。 

●父から 1 年以上過褒 ( 監護義務放棄 ) され 
ている児玉。 

●父の生死が 明らかでない 児童。 

●父が法令により 引き続き 1 年以上拘禁され 

ている 児帝 。 

◆母が婚姻によらないで 懐胎した児童 ( 父か 

 
 

児童扶養手当を 受給中の人 @ 支給停止中の 
人も含 む ) は、 所得状況や児 竜 の 丑育 状況を 

確認するため 毎年 9 月 10 日までに，現況 届 Ⅰ 

が必要です。 ごの届出がないと 以降の手当は 

受られません。 

手続きなどの 口程については 事前にハガキ 
で 連絡しています。 

    
ら 認知された児童を 除く ) 。 など 

いずれの場合も 受給原因の発生から 5 年を過             

ぎると、 時効により受給権 が消滅します。           
  

持別児葦鎔翠受学 --- 
""" 一 " 一 一 " 一 " 一 

@ 

精神や身体に 障害のあ る 20 歳未満の児童を 養             請求手続きに 必要なものは、 

有 している父母、 または父母に 代わって児童を             手当を受けようとする 人は、 福祉課窓口に 
養育している 人に支給されます。 次の君類を添えて 請求の手続きをしてくださ 

  しン 。 

手当を受給できる 人は 、 Ⅲ請求者および 児童の戸籍謄本 
    (2@ 帯全員の住民 票   

H 本国内に住所があ り、 精神または、 身体   (3@ 定の診断 吉 

に 障害を有する 児童を監護している 父母また (4 脚 鑑 、 その他必要な 書類 
は 父母に代わっでその 児童を養育している 人 

に 障害の程度によって 支給されます。 障害の ;  現在受給中の 人は 、 
程度については、 指定の診断 害 によって判定   

な 行います。 
特別 児理扶 接手当を受給中の 人 ( 支給停止 
中の人も含む ) は 、 所得状況や児黄の 養育 状 

ただし、 障害を支給事由とする 公的年金を受             
況を確認するため 毎 年 9 月 10 日までにて現、 況 

届止 が必要です。 ごの届出がないと 以降の手 
けることができる 場合や、 対象児童 が 、 児童福         当は受 られません。 

祉 施設 ( 保育所や通所施設は 除く ) に入所して             手続きなどの 日程については 事前にハガキ 

いる場合は手当は 支給されません。 で 連絡しています。 

 
 



  
  
  

  

3 歳未満の児童を 養育している 人に支給され 
ます。 
手当の額 ( 月額 ) は 、 

第 1 子 5 、 0 0 0 円 

第 2 子 5 、 0 0 0 円 

第 3 千以降   1 0, 0 0 0 円 

中
 は
す
 

 
 

現
 

 
 

、 所得状況や児童 

るため毎年 6 月に @     
  

  
子供が生まれたときや、 新しい市町村に 住所 ; 連絡してい 

を 移した場合は 、 早めに手続きを 済ませないと、             

受けられる手当が 受けられなくなりますのでご i 
注意ください。   

受給できる人は 、 
  

◆前年 ( 月によっては 前々年の場合もあ りま 
      
  

す ) 0 所得が一定の 額未満の場合です 
◆所得制限額は 扶養親族な ビ の人数によって   
決められており、 その額を越えた 場合は支 

  

結 きれません   

ただし、 所得制限で児童手当を 受けられない i 
大 でも厚生年金な ビ に加入している 人には、 
㌃特例給付」として 特例の所得制限額が 設ける       
れています。 手当の額は同じです。   
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  平成 10 年度の保育所入所児童の 募集をします。   
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一 縄文 か ら弥生時代の 岡 垣 艮一   
町 @.i 自然に 忠ま牙し、 募 らしやすい町です 0 でも、 
古代から 宕 らしやずいところ ブ，った ごとが発掘調査 

なビ からわか -, ています。 そんな " 古 Ⅰ ヒの岡垣 " を 
@  もつと 矢 u.   ってもらおうと、 Ⅱ愚女時イ土 / フ、 らぢ ホ生 碕イ犬 
キ 0lw 町 : 宰 ㌣展が 11 月 6 日から 1S 日 まで 岡垣 サンリーフ   
= イ 、 ギャラリー展示コーナ 一で開か /.;, まし - た 。 
会場には、 町 " 内外の考古降下 ; トを 中心に写典や 土器 
な ビ が展示され。 図な ビ でわかりやすく 解説さ オ しで 

いました。 また、 十 ，器に触 i" しることのできるコーナー 
も設けられ，、 訪れた人たらは、 実際に " 古代の岡 垣 " 
に 角 W? れていました。 
図四館に行・ってたまたまのぞいてみたという 藤井 

恒雄さん ( 南高陽 ) は 、 " 岡垣は 、 大昔から文化が 
; 栄えた地域で 町民として誇りに 庵 、 います。 そういう 
  ，意味で、 も「 と 約 9% しなけれ．ばと 思 、 います。 でも、 
  中々一般の人には 伝っでいないと   思います。 もっ ヒ 

  ・ 卜         ピーアールしでもらいたいし、 ビな たで   h 見ていた     ム だける状況にしでもらえれば…、 と思います 0/. と レ """""                             語ってくれよし 六 : 。 
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: 冊テ奨刀 ⅠⅡ・ 雙 ，・ 1. が つ 。 T ,,   

  一山田小枝 区 青少年育成会、 ウォークラリ 一大会一 
ふれあ い を深め、 秋の味冗を味わおうと、 11 月 16 田山田小技 区で 校医 肯 少年 - 

ました 0 チュ ツ クポイントの 中には．朝市の 湖かれている 岡垣 パーキシ グ 休憩 

施設や、 梅野みかん回でのみかん 狩りなどが組み 込まれており、 参加した約 30 
0 人は，家族というしょにふれあ いの一日を楽しんでしまし た 。 

モ ・「 ?,-%  両親と参加したという 野中こころちゃん 家族 ( 糠塚 ) は、 ，家族みんなで 楽 
  した。 歩くことで、 今まで   矢 Ⅱらなかった・ 道 とか、 こういう前力。 

  一     

  

      

 
 

一戸 町 小学校、 防犯教室 一   
全国的に小学生が 狙われろ由伸が 続発しでいる 中、 町内でも小学生 

をヰ     に誘い込 b うとしたせ @ ィ H, なビ 数件の未遂事件が 起ごって い ま           
そんな事件から 身を守ろ う と 声切 小学校で 11 月 25 日、 折屋 雙察 署から 

講 Wl ロを招き、 防 4 巳 教生が開か オ しました。 
同校では、 。 ご どもを守る バ ・トロール 中 " と 円いた ブ、 デヅガ - を P 
TA の車に貼るな ビ して、 校 医 全体山取り組みとして 防 @f 巳に努めてき 
ましだ。 そして、 子供たち d 人 ひと                                                 ( セーフティ ・ホイ 
      スル   ) " を持たせる取り 組みを始めました。 " 防犯 笛 " は、   黄色。 
紐付きでいつでも 首に掛けておくことができるもので - オ 。 防犯教室で 
      子供たちに練習として 実際に筒を吹かせでみました。 
宮尾敏彦校長は ・ そオ しまでも 110 番の家など大人サイドの 対策をと 

っ できましだが、 子 Ⅰ 共 自身も白らの 身を ， 守る五識を持 つ でもらおうと 
い ぅ日的で防犯符を ィ r- りましだ。 県 - ド でもおそらく 初めで                                 
で ・しょう 0 ご めト方 3% 笛は、 晋 - が ョ革りやすく、   コ人 ；。 吹くとそ ヵ Ⅰをは H い 
た 子心 リピ がまだ筒を吹き、 Ⅱ プリ ・どん ビん 広がっで ィ、 」・．近の人たた ，に b 店 d,) 
つでいく   でしよう。 -. と語ってくれました。 

ね 
  Ⅰ ‥ r Ⅰ 

  

  

体育館に笛のきが 響き渡りました     一 ひとづくり講座、 衣笠 祥雄 講演会一 
生涯学習推進の 一環としで、   ひ とづくりまちづくりに 側 する 

  ごとをテーマとした " ひ とづくり 話座 - が Ⅰ 1 同 28 口、 " 鉄人 " 
衣笠 祥雄 さんを 輌師 に岡 垣 サンリーアイで 明かれました。 

衣笠さんは、 ・元プロ野球広島カープの 選手として、 乙帥 試合 
連続試合出場世界記録 ( 当時 ) の樹立など活躍され、 その不屈 
の粘神力から " 鉄人 " と呼 - ばれてきました。 現在は、 スポーツ 
コンザルトなど 多方面で活動されてかまず。 

滴演 では、 野球との出会った 少年時代の話、 その後の人生に 

大きな形押を 与えた人たちとの 出会い、 そしてこねからも 一生 

懸命やったとい づ 満足感のために 挑戦し続けることなど 熱く 語 
っ てくれまし " た 。 

  

大学でバスケットボールの 指溥 をしているという 八枚 明にさ 

ん ( 海老 津 ) は "   今日の話を囲いて、 どうしてあ んなに長い間 
現役としでがん ぱ "--) でこられたかよくわかりまし - た 。 目棚 ， な，ぉ， 
に 持ち、 そ のために ィ巨 @ ずるべきか考えながら 取り組むごとが 
大切など勉強になりました 0 私もバスケットの 指丑 をしでいま 

  ず ので、 よい参考になりました。 ・ と語ってくれました。 

O
 



レ 

P.N 

革締   
ニ %   

参加する人も 読む人もあ んな友だら。 

このコーナ一でひと 「 ど くしゃの私書箱 フ 」 ほ は ほ 、 うて楽しもう。 そんな願いを 
込めた読者のぺ ー ジです。 
楽しガっ たこと、 悲し ガっ たこと ガら -   

地区の活動まで、 また、 イラスト 7. 4 コ 
マ ま ルガ・俳句・ JllW0 などの作品もあ 待 

  

  ちしています。 間寡男 ツ 岡垣町大字野間 6 町 - Ⅱ岡垣町役 
場地域 振坤訳 ・広報「 ど くしゃの私書箱 」 

i 系 。 ノデ   

  

Ⅹ応募は ガ きにほ -*r 住所・氏名 ( 紙上 
匿名も可 ) . 律師・色話番号」をあ 忘れ 

  なく。 

  
辛 ソ /                   簗 『 J@  … , ノ         Ⅰ・ 

㌔・。 ‥     

今年も灯りました 駅双 千 ルミ羊一ヲ ョフ 
海老津駅双に、 岡垣 の年末年始恒例の 駅双イルミネーションが 今年も 

点灯しました。 これから 1 月中旬まで毎日点灯し、 冬の夜空に彩りをそ   
ⅠⅠ 卜 1 

サンタ姿のかわいいちびっこ た         

｜ 第
一
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園
と
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垣
 

岡
垣
 

ち
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  漁 ， 由 ㌢・・   し丼 供 たちや保護者たちが 釣り銭など       城山登 lU の際、 めずらしい植物が   
の 小銭を貯めたものだそうです。   あ るとシャッターをきらたもので 

子供たちの善意の 結晶のこのお   す 。 あ とで調べたところこの 植物 

金は 、 歳末助け合い 募金として 福 は " はなあ けび " で、 " 毎年秋なる 
とに真っ赤に 臼 づくということで 

祉 のために役立てられます。     す 。 
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' 三毛 註 晩 秋 金 車 %    分 石 家 柄       小 迭 

差目 "-""" 二 "- " 
妥結 妥 

秋 の 哉 囲 
手玉⑨ 呂 : 

て 6  国 チ史 
"""" 宝 蕊 ; 。 丁 " 手呂 三目， 

の 場 の し   才ロ が         も @ 、小 の の実 抜 、 も 春や 一 " @ ヱ一 " "" 一 一 " " 臼妥 
雲 を 手 軸 え れ 落 牙 

て の 葉 幅     妹 老 覇 ひと 集め 入れ 大 / 女 を に       つ タ葮 @,           根 毛 風 統 
… =  " =         無 ま ま た 岡 さ が の さ 木       ざ 宿 次 銀綿         ，ニ "-""" " 弓 - "-" ま 垣乳 さ故 銀 る よ @ ヰ ゾ 栗 0 １１ わ に さ 
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in  Japan … 

( は同 26 日「箱 の日ム日本のどこかでの 嗅茶店で・ ，， ) 

Dereek      ハし ty  正 Ⅰ @rlfrlend's  Iace  real@y  llt  up  wvhen  she 

- 一 - 一 - Ⅱ --., ハ L-:- 歪   ---@  ..----.- ィ Ⅰ ヰ ・ -.-@  ---- Ⅰ l 

Ⅰ
 

  

苦 ト 

ム 

Ⅰ I へ ） 構   
。 Ⅱ cllc 。 "1 コ                                             IL Wd& glCdl   

顕著な 
伊の 

i( l とてもめるんだ。 僕からのクリスマスのプレゼントを ) 彼女が開けた 時、 顔が 
Li   a@:@ I@ love@ that@ about@ Christmas ， It@ @@     the@ 8     Ⅴ     ng@ that 

業績をねを え 
欝濤軍篆 ;' 鍍 "" counts ， Hev ・ what@are@you@doing@ for@ New@ Year ， s@ Eve? 

( クリスマスはそういうところがあ るから好きだね。 あ げる 

のは価値があ るね ，と , 円で ナ臆円 のたに何をするつ 4, りな 

  

                「 Ⅰ dmll しト Ⅱ l C コし レ dl L コ ． L ノ u ト ull w づ llL lu し @llll Ⅰ         
( 普段と同じように、 友だちと一緒に 過ごす。 おめかしパ一 

  テ ィをするけど、 来る ?@ 

Lisa 「   ， d fove to. ls it OK if brine some fr@   れ r 寸 

( ええ、 うれしい。 友だちを連れてきていい ?) 

Dereek: Of co)ur ㏄・ the more (he merrie@.. Do   ・ l fo 理ま 

to comne in costume. .though! 

7 ム 族ス ょ 湘 Ⅲ ぃ肋げぃ ス軒デ里 l Ⅱ 月 片片 席半 ヤ出 

るのを忘れないでね @ 

Christmas@ Day@ ir@ New@Zealand@ is@ traditionally@a@family       

    

  
      

佐野さんは、 昭ォ all5 年に国鉄に就職して 以来、 主 
に 管理部門に携われてきました。 

- 特に 、 思い出に残るのは、 新幹線が博多まで 開 

ga Ⅰ れ e 「 @n 耳 ・ , wne 「 eeas Ⅲ ew Ⅰ ea 「 s Lve an Ⅰ し ay a 「 0 
通した昭和 50 年に博多駅長として 新幹線乗り入れの 
ために努力し、 テープカットにも 参加したこと。 先 

generally@ spent@ with@ friends   
輩や同僚たちの 協力で長 い間 、 無事に勤めることが 

二 ニーズイランドでは 伝統的にクリスマスの 日は家族同士の   できました。 」と謙虚に語る 庄野さん。 

集まりですが、 大晦日の在と 元旦は一般的に 友だち同士で 過 70 歳で遊休地の 開発をする会社の 社長職から退か 

れ 、 現在は、 お孫さんに囲まれ 幸せな毎日だそうで 
      ノ す 。     

寅 " % - ヨ 
恩 主 恵 ， こ 不 

@""""""""""" "" -   の 雄 一枚 に肌 Wg 神 も コ 予 盛た 人 、 番 レヒ 右目       太れ 株の 今に 両 々 吾 ミ     り ま 

め て 須 れ 由       （の の あ 角 ナ た 
そ し   詩 ん を   舵 き ま 

の る 抵 と 愛 へ え・ @ @,     そ る 来 
分速 を さ 泡 か の る 衣良 っ 木 た 

@ 
母 の キ 入 にォ吏 般 

れ は合 の 

野す 崎 

    て 千 田子 口 エ し 一   
O
 



 
 

）
 

口 「                                             

  

目
玉
 性
 ・
社
会
性
・
忍
耐
力
・
道
徳
 

性
・
創
造
性
な
ど
の
心
の
能
力
や
生
活
 

技
能
や
運
動
能
力
は
そ
れ
ぞ
れ
の
発
達
 

段
階
で
必
要
な
体
験
を
す
る
こ
と
に
よ
 

っ
て
初
め
て
育
っ
て
く
る
も
の
で
す
。
 

も
ち
ろ
ん
今
の
子
ど
も
た
ち
は
、
 
か
 

子
 と
も
を
育
て
る
 上
て
 、
 

わ
け
親
の
役
割
は
重
要
て
す
 

Ⅲ
子
ど
も
の
成
長
に
 

合
わ
せ
た
体
験
を
さ
 家

族
：
 り
 

せ
よ
う
 

家
庭
で
 

戸
 。
で
き
る
こ
と
 

5
 場
で
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
も
の
で
あ
り
、
 

題
 で
す
。
 

生
涯
学
習
社
会
に
あ
い
て
重
要
な
課
 

ム
フ
 
の
子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
の
こ
と
 

を
相
手
に
伝
え
る
こ
と
が
大
変
へ
た
で
 

㈲
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
 

ス
キ
ル
を
し
よ
う
 

や
指
導
者
に
よ
る
「
受
身
体
験
」
「
さ
 

せ
ら
れ
た
体
験
」
「
疑
似
体
験
」
で
は
 

だ
め
な
の
で
す
。
玉
体
 的
 
・
能
動
的
に
 

直
接
体
験
に
よ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

昔
か
ら
「
よ
く
遊
び
、
よ
く
学
べ
」
 

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
以
前
は
子
ど
も
 

の
遊
び
は
、
子
ど
も
の
発
案
で
、
子
ど
 

も
な
り
の
工
夫
で
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
 

が
、
現
在
は
そ
ん
な
機
会
が
少
な
く
な
 

っ
て
い
ま
す
。
 

合
 は
、
家
庭
が
意
識
的
に
そ
の
場
を
 

つ
く
っ
て
や
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

地
域
 ヵ
 

ヅ
で
 せ
る
こ
と
 

「
生
き
る
力
」
を
育
む
た
め
に
は
、
 

子
ど
も
た
ち
が
地
域
社
会
の
な
か
で
 
ぃ
 

ろ
 い
ろ
な
人
た
ち
と
交
流
し
、
さ
ま
ざ
 

ま
な
生
活
体
験
、
社
会
体
験
、
自
然
体
 

験
を
 %
 み
重
ね
る
こ
と
が
で
き
る
よ
 
う
 

か
ん
な
で
努
力
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
 

で
す
。
 

た
と
え
ば
、
あ
い
さ
つ
運
動
な
ど
 
地
 

 
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
体
験
す
る
な
ど
 

り
ま
ず
。
い
し
め
や
不
登
校
の
発
見
が
 

遅
れ
る
一
因
と
も
な
っ
て
い
る
と
考
え
 

ら
れ
ま
す
。
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たつ 判 助 な 0 0 0 車 る   

廿
 
ミ
 

@
 

 
 

 
 

Ⅴ
 

 
 
 
 

肋
 
@
 
拍
 
く
 %
@
 
何
 %
 
り
タ
田
的
 

@
 
ミ
メ
叩
 

。
 
戸
 @
 
億
や
 
目
ヒ
Ⅰ
 

@
 
Ⅰ
Ⅰ
出
角
帯
 
憶
昏
 @
 
曲
 Ⅰ
 
り
 
4
 
世
 
@
 
@
 
甘
 億
 

 
 

 
 

生
涯
学
習
の
ス
ス
 
せ
 

捧
 

び
 

二
十
一
世
紀
の
社
会
は
、
変
化
の
激
し
い
先
行
き
 不
透
明
な
 、
 厳
し
い
時
代
に
な
 

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

と
こ
ろ
 ガ
 、
次
代
を
担
 う
 子
ど
も
た
ち
（
若
者
）
 
の
 状
況
は
ど
う
で
し
ょ
う
 ガ
 。
 

田
家
は
子
ど
も
た
ち
の
行
動
に
つ
い
て
 

他
人
と
深
い
交
流
 ガ
 で
き
ず
、
社
会
性
に
乏
し
く
 、
自
己
中
心
的
で
あ
る
。
 

指
示
待
ち
で
、
自
分
で
考
え
、
判
断
し
、
行
動
す
 る
こ
と
 ガ
 で
き
な
い
。
 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
 ガ
 で
き
ず
、
単
語
表
現
 ガ
 多
い
。
 

ど
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。
 

自
立
し
た
子
ど
も
た
ち
に
育
て
る
た
め
に
は
「
 生
 き
る
 方
 」
を
育
成
す
る
こ
と
が
 

要
 と
な
っ
て
き
ま
す
。
 

生
き
る
力
と
は
「
自
分
で
課
題
を
見
つ
け
、
自
ら
 学
び
、
自
ら
考
え
、
主
体
的
に
 

断
し
 、
行
動
し
、
よ
り
よ
く
問
題
を
解
決
す
る
 能
 力
 」
お
よ
び
「
自
ら
を
律
し
っ
 

、
他
人
と
協
調
し
、
他
人
を
思
い
や
る
心
や
感
動
 す
る
心
な
ど
 豊
ガ
 な
人
間
性
と
 

く
ま
し
く
生
き
る
た
め
の
健
康
や
体
力
」
の
こ
と
 を
い
い
ま
す
。
 

こ
の
「
生
き
る
力
」
の
育
成
は
 、
 私
た
ち
大
人
一
 
人
 ひ
と
り
 ガ
 、
社
会
の
あ
ら
ゆ
 

っ
て
の
子
ど
も
た
ち
に
比
べ
て
体
験
が
 

少
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
 

が
 、
問
題
は
そ
の
体
験
の
質
で
す
。
 親
  

 

「
お
な
か
が
」
「
ど
ん
な
ふ
う
に
痛
い
 

の
 ?
 」
「
ち
く
ら
く
す
る
」
「
い
つ
頃
か
 

ら
 ?
 」
「
朝
か
ら
」
…
こ
う
し
た
会
話
 

が
 大
き
く
な
っ
て
も
続
い
て
い
る
の
で
 

す
 。
こ
れ
は
明
ら
か
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
 

シ
ョ
ン
ス
キ
ル
一
白
骨
の
こ
と
を
相
手
 

に
 伝
え
る
訓
練
）
の
不
足
で
す
。
 

原
因
は
、
幼
児
期
の
週
干
渉
一
 %
 せ
 

っ
 か
い
）
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 規
 

が
 子
ど
も
の
思
い
を
先
取
り
し
て
、
 子
 

ど
も
が
何
も
言
わ
な
い
の
に
「
：
が
 欲
 

し
い
の
で
し
ょ
、
は
い
」
「
お
な
か
が
 

痛
い
の
で
し
ょ
」
と
常
に
先
取
り
し
て
 

子
ど
も
の
言
葉
を
封
じ
る
と
コ
ミ
ュ
 
二
 

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
訓
練
が
で
き
ず
、
い
つ
 

ま
で
た
っ
て
も
単
語
し
か
話
せ
な
い
 子
 

ど
も
に
成
長
し
ま
ず
。
そ
れ
は
、
子
ど
 

も
の
自
立
を
妨
げ
る
大
き
な
原
因
に
な
 

活
動
の
機
会
を
提
供
し
て
み
て
は
ど
 う
 

で
し
ょ
う
か
。
 

先
日
、
岡
 垣
 中
学
校
区
に
お
い
て
、
 

町
 を
き
れ
い
に
し
よ
う
運
動
 
"
 ゴ
ミ
 0
 

一
 ゼ
ロ
）
の
 日
 "
 を
 実
施
し
た
と
こ
ろ
 

約
二
千
人
の
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
と
 

大
人
の
方
が
参
加
し
て
、
奉
仕
活
動
を
 

行
い
ま
し
た
。
 

平
成
 皿
 年
度
に
は
子
ど
も
の
自
主
性
 

・
主
体
性
を
伸
ば
す
 -
 
」
と
を
目
的
に
 、
 

共
同
生
活
を
し
な
が
ら
直
接
体
験
や
基
 

木
杓
生
活
習
慣
を
育
成
す
る
「
通
学
合
 

宿
 」
を
小
学
生
を
対
象
に
町
内
全
域
で
 

実
施
し
ま
す
。
 

こ
う
い
っ
た
一
つ
二
つ
の
機
会
を
利
 

用
 し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
協
力
・
思
い
 

や
 り
・
や
さ
し
さ
な
ど
の
心
を
育
ん
で
 

い
き
た
い
も
の
で
す
。
 

O
 

軽
 Q
 や
 Q
,
 
年
 。
㏄
，
 

博
宙
蝸
弓
ゃ
ヰ
俺
篤
 

，
屈
め
戸
戸
角
角
 

臼
 戸
構
 

，
 
，
 
用
 ，
 
月
ら
ち
そ
 
面
上
ロ
 

@
%
 

ヰ
 
二
 
%
 ラ
田
ド
ハ
田
 

り
 
年
ヰ
 ，
申
 

@
 
何
ツ
，
田
 

Ⅰ
㌦
 

仙
イ
 

・
田
リ
 



、 目 Ⅰ コ上 Ⅰ   

く 材料 4 人分 )   2 ㎝バラム 
①もち 米                                 

50 グラム 内ゆ Ⅰ 窺し むょ ねう 

①むき 栗                               j  "" し   60 グラム   25 グラノ、 

Ⅱ へ さじ 4   大さじ 1   4 , し 

①枝豆 佛凍 さやつきⅡ 0 グラム   ⅠⅠ Z! こ 

く f 乍り方 ) 

O  鶏肉は 1 センチ角に切り 僻油 @ こつけ 

ておく。 
栗は 2 つまたは 4 つ @ こ 切って軽く 茄 

でておく。 

しめじは小房に 分けておく。 
O  にんじんは型で   抜いて、 -   人 2 枚 あ 
て薄 く切り茄でておく。 

残りのにんじんは 線 切りにする。 
0  米 、 水、 " 、 0 、 線 切り @ こんじんを 
釜に入れて炊く。 

0  枝豆は茄でて、 さやから出しておく。 
卵は金糸たまご @ こする。 

0  ごはんを盛って、 上から、 型ぬきに 
んじん、 ぎんなん、 枝豆、 金糸卵をか 
さる。 

    
新米のおいしい 時季となりました。 具 

、 沢山のやわらかみのあ るふきよ せ ごはん 

は、 何となくふるさとの 味を覚えまず。 
「福岡 ( 岡垣 ) 発 あ なた行き、 おいし 

いふるさと 米 」を ビぅぞ ． グ 

岡垣町食生活改善推進会 
( ヘルスメイトの 会 ) 

0
 ウ
イ
ル
ス
に
負
け
な
い
よ
う
体
調
を
 

私
た
ち
は
、
年
間
六
回
ぐ
ら
い
か
ぜ
を
入
し
や
す
く
、
 
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
か
ぜ
ま
下
。
そ
の
予
防
に
抗
 
生
物
質
を
使
健
康
対
策
課
保
健
婦
 
林
 
久
美
 子
 

あ
な
た
は
、
 

ひ
き
 や
 

表
 l
 の
項
 

す
く
し
た
り
 

因
で
す
。
あ
 

ま
り
ま
す
か
 

活
を
見
直
し
 

ガ
ぜ
 ・
イ
ン
 

0
 ウ
イ
ル
ス
 

だ
け
減
ら
 すと フ て ? な 、 目 す； 
接 ル み た ひ は いぜ 

を
 
で
す
 ガ
 

か
ぜ
に
か
か
り
や
 

ど
く
さ
せ
る
危
険
要
 

は
、
い
く
つ
当
て
ば
 

も
 う
 
一
度
、
今
の
生
 

ま
せ
ん
か
。
 

エ
ン
 ヴ
 対
策
は
：
 

す
る
機
会
を
で
き
る
 

整
え
、
抵
抗
力
を
つ
け
て
お
く
 

こ
れ
に
尽
き
ま
す
。
 
表
 l
 で
、
直
せ
 

る
こ
と
を
、
一
 
つ
 ず
 つ
 で
も
直
し
て
 い
 

く
こ
と
で
す
ね
 @
 
 大
切
な
の
は
、
予
 

防
と
ひ
き
始
め
の
早
め
の
対
処
で
ひ
ど
 

く
さ
せ
な
い
こ
と
。
十
分
な
休
養
と
栄
 

養
・
水
分
補
給
、
保
温
一
室
温
は
十
八
 

9
 二
十
度
一
と
加
湿
 
一
 
湿
度
六
十
パ
ー
 

セ
ン
ト
 一
 が
一
番
で
す
。
 

か
ぜ
の
特
効
薬
は
な
 い
 

物
質
と
考
え
が
ち
で
す
 

が
、
抗
生
物
質
は
細
菌
 

を
殺
す
た
め
の
 薬
 。
か
 

ぜ
薬
と
い
子
の
も
、
様
 

々
な
症
状
を
和
ら
げ
る
 

た
め
の
も
の
で
、
か
ぜ
 

ウ
イ
ル
ス
自
体
を
殺
す
 

薬
で
は
な
い
の
で
す
。
 

抗
生
物
質
を
 

  

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
 

な か 
どぜ か め 
と た ぜ な 
、 ひ たた 
かか よ は 

も
う
、
か
ぜ
を
ひ
い
て
し
ま
 

く
ひ
く
 人
 。
ひ
く
と
ひ
ど
く
 

な
い
、
ひ
い
て
も
軽
い
人
。
 

ぜ
を
ひ
い
て
も
人
そ
れ
ぞ
れ
   

 
 

い
ま
し
た
か
Ⅰ
 

て
 、
寝
込
ん
で
 

一
人
が
ひ
く
と
、
 し
ま
う
 人
 。
な
か
な
か
 

家
族
全
員
が
ダ
ウ
ン
。
 

も
 二
百
種
類
以
上
。
か
 

せ
と
い
っ
て
も
、
種
類
 

も
原
因
も
症
 状
 0
 棟
 ぺ
 

な
の
で
す
。
 

か
せ
と
い
う
と
拓
生
 

｜
ガ
ぜ
 
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
の
再
点
検
 を
｜
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。
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4. みん廿で共用していろ 洗面所 や トイレ 0) タオルを宮腰 @@j@ どの棚田に屈している 人がいる   
5, ず は らで オ カ ヂ ょ . ｜ た部屋にいろ 

あ まり、 ごまめに取り 哲 えない     
ひ "" 」 :, 「 : lT. 糖尿病， 世性 気管支炎                           く 、 心胆病などの 持病かあ ろ       

9. いつも過労気味   出典 : 千趣会 r ヒ フ ンツシユ 」 H. 9 7 月号より 
理してⅢ - 車をしてしまう 
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保健婦・栄養士 6 人 (3.l%) 囲垣サンリーア 民館 3 人 い ． 5%) 

イヴ 

蝿託 職員 7 人は． 6%) 企業 職 
センター 2 人 (l.0%) 

浄水場 6 人は． @ 。 ) @ 出張所 l 人 (0 ． 5%0) 

税務職 

技能労務職   

      総 数 保育 

  134 人 
    

年度 
支出決算額 人件費 人件 舵率 全国類似 ま織本改進後光輪 あ 0 べ （たは「 公 「 成 
A 口り   

6 年度 6,8l8,642  l,279,585  @8.8 21 .3 

7 年度 8,2l9,256  l,337,842  l6.3 21 .6 

8 年度 8,549,889  l,427,0l8  l6.7 

                人件 商 には、 特別職に支給された 給与、 報酬な ビ を含む。 
    

成 9 年 4  l 目 柱 

区 分 にの平め 加 り の 9 
        

332.7 円円 、 39.5 歳   258,405 円 「一 35 -- 円 
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( 平成 9 年 4 月 l 日現在 ) 

区 分給料などの 月額㈹郡 内 平 均 ㈹ 

給 '   815,000 798,750 
652,000 646,500 

  61  1,000 605,500 
ボ井 ， - 一二   61 1,000 605,500 

  
幸 夜せ 丁 345,000 343,750   

。 ヤ 。 304,000 303,000 
294,000 293,250 

酬 """ キ 一 @ 284,000 283,500 

田町長なとの 4 役の給料および 議員報酬は、 平成 9 年 4 月 l 日 

  部     門減員数増員数主な 一 増減理由 

  
  運転手不足解消 ( 嘱 
        託 職員にて対応 ) 

舟 。 又         高齢者対策業務充実 ） 
@ 4 一 丁               のため 

政                     保健業務充実のため 

吾廿 ・・ ヰ j,LJ  . 白 l 年度中途退職者に 伴 

ロト l ロ Ⅰ J う戒 

    大型宅地開発等に   
      よる都市計画業務 特別               充実のため 

行政ょ ， ． ， ・、 輻 ， 
部門                             
公営                                       

企業                 等 
部門           
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有志指導者募集 

3Rr, ￥合宿とは、 社会生活で必 囲 な 鵠 木杓生活苦 
脩や血接体 抜を仲間との 生活の中で実際に 体験さ 

せることにより 子供の自主性・ 主体性を伸ばすこ 

とを目的に実施するものです。 今回は、 ボランテ 

ィアでその 指町 そしていただく 人を募集します。 

通学合宿概要 
主 催 通学合宿実行委員会 

  対 象 小学 4 一 6 年生 
実施期間 平成 10 年度の 第 =, . 三学期に、 1 回を 
7 泊 8 日として計五回 宇施 
実施場所 老人憩の家「若潮 荘 ， 

指導者募集定員 20 人程度 
( ‥・ r 少年教育に関心があ る 人 ) 
活動内容 合宿所における 研脩 生の生活 指溥 ( 事 

前の指尊者 研健 あ の 

米全 H 穂香 加 できなくても 結枇 です 

申し込み・・ 問 L 、 合わせ 社会教育課、 東部・中央公 
民館にあ る申込宮に記入の うえ 、 1 月末日まで 
に社会教育課 へ 
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Ⅰ町民武道館 呑 282 一 6111 
Ⅰ @ Ⅱ ぃ 0 型・社会福祉協議会 %283 一 2940 

Ⅰ囲垣サソリーアイ %282 一 15 比 
クシルバ一人材センター 容 282 一 4688 

Ⅰ中央公民館 %282 一 0162 
Ⅰ東部公民館 %282 一 0035 
ク ・西部公民館 %282 一 7476 
Ⅰ在宅介護支援 ビノタ 一 %282 一 5167 
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岡垣町野間の「サンリーア イ 」屋覚トイレ 通 
路において 段 ポールが燃えた 跡があ りました。 

けが八等はあ りませんでした。 
●今から寒 い 冬を迎え、 浮浪者や若者が 暖を 

とるため 新 間や段ボールを 燃やす恐れがあ り 

ます。 整理 撃頓 なして家の周囲に 燃えるもの 
を㌍かないようにしましょう。 
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●下水道受益者負担金                                     3 期分 

｜ ●国民年金保険料                                                 l 耳介 
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●打首住宅家賃                                                       l 耳介 
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だ
さ
い
 

@
 
こ
 み
は
朝
 8
 時
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
 

大
型
可
燃
こ
み
の
収
集
は
 
2
 月
で
す
 

一 " 
 
 

・
草
刈
り
機
・
浴
槽
・
・
㏄
㏄
バ
イ
ク
・
一
輪
車
・
門
扉
・
ベ
ッ
 
コ
ル
フ
用
 

三
二
式
 

 
 

Ⅱ
㈲
 

ち
 9
 
-
 

初
 受
付
 

㊥
 8
0
0
 

円
 

0
 

く
 
@
 

 
 

Ⅰ
 

  
  

⑨
出
す
こ
と
が
で
き
る
ご
み
 

冷
蔵
庫
，
洗
濯
 
構
 ・
乾
燥
機
・
エ
ア
コ
ン
・
ヒ
ー
タ
ー
・
雨
風
機
 

竜
子
レ
ン
ジ
・
網
戸
・
 

ス
 

不燃ざみ収集日程 
@  " - - - 

(1 月 ) 

上 ;   戸切 ・円助目 釘   合 

    
湯川・渡津・ 原 ・内浦・元松原 

松ケ台 

  旭中 ・公国通       

東 松原・百合 ケ丘 ・東海老   

） 

 
 

%
 大
型
ゴ
ミ
は
偶
数
月
が
「
可
燃
」
ご
み
、
奇
数
月
が
「
 

不
 燃
 」
ご
み
で
す
。
 



） 
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何 % 
人口・   @30 ，。 09 人 (+25) 
そのうち 158 人は覚国人 

女 性                         15,855X(+19) 
男 ， 牲                         14.154 人 ( 十 6) 

      ‥・ l0,037 世帯 (+  26) 

そのうち 75 世帯は外国人世帯 

( ) 内は前月との 比較 
出生 … 17 人 死亡 … 20 人 

転入 … 124 人 転出 … 96 人 
ま ち の広さ                               48.51km'       
  
  
i 軽侮者数 ( 人 ) 

在 2  Ⅱ 12  Ⅰ 接 ⅠⅠⅠ 

0 4 o キ 

0.  圧 0  甘 

22  ] Ⅱ は aG 

技ユ ・火皿田辺 11 打 舟 

出動件数 

搬送人員 

出火件数 

り災 世帯 

作
人
件
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遠賀郡消防本音   
・ 呑 29 け 一 392 Ⅰ 
  

し
く
…
。
 
時
 面
を
有
効
に
使
つ
て
い
ろ
と
い
う
 怒
 

覚
 よ
り
 時
 閑
か
ら
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
感
覚
の
 

ほ
う
が
正
し
い
気
が
し
ま
す
。
 

"
 忙
中
曲
を
忘
れ
ず
 "
 。
師
走
に
入
り
、
世
間
 

の
 皆
さ
ん
が
何
か
し
ら
忙
し
く
な
る
こ
の
時
期
、
 

ふ
と
 
"
 時
間
 "
 と
い
う
も
の
に
つ
い
て
考
え
て
み
 

ま
し
た
。
 

と
い
う
訳
で
忘
年
会
シ
ー
ズ
ン
、
年
を
忘
れ
て
 

一
気
に
う
さ
 硅
 ら
し
っ
て
い
う
の
も
、
ま
た
い
 

い
 

も
ん
で
す
よ
ね
。
 

今
月
の
一
句
 

多
忙
に
て
走
る
 じ
 や
足
り
ぬ
師
走
な
り
 
-
 
神
谷
 -
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布
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宥
 
)
 
局
 
 
 
 
 

門
松
飾
り
を
 

走
 

  ニ Ⅰ 

Ⅰ
ー
１
 %
 
 白
 五
円
月
㌃
）
 
囲
 垣
一
の
 

ム
フ
 

王
仁
 

@
 
Ⅰ
 

Ⅰ
 

 
 

 
 

一
枚
の
写
真
は
語
る
。
と
い
う
こ
と
 

で
 写
真
集
「
ふ
る
さ
と
 岡
垣
 」
田
中
 睦
 

土
偏
（
平
成
元
年
出
版
）
よ
り
明
治
・
 

大
正
・
昭
和
の
岡
垣
を
振
り
か
え
っ
て
 

見
る
こ
と
に
し
た
。
 

田
中
睦
生
民
 は
 、
 岡
 垣
の
町
夫
編
纂
 

後
、
町
内
の
古
 い
 写
真
を
収
集
し
目
で
 

見
る
囲
垣
の
今
昔
と
も
言
え
る
貴
重
な
 

 
 

本
 を
迫
さ
れ
た
写
真
家
で
あ
る
。
 
 
 

第
一
回
目
は
、
正
月
準
備
の
注
連
縄
 

作
り
を
取
り
上
げ
て
み
た
。
 

 
 

今
年
も
元
気
に
注
連
縄
作
り
を
し
て
 

い
る
吉
田
な
み
子
さ
ん
（
写
真
向
か
っ
 

て
 な
 ）
を
 新
茉
 の
に
お
 
い
一
 
ぱ
 い
 の
 自
 

宅
窩
旦
 R
 且
甘
 ね
し
た
。
  
 

こ
の
時
期
、
高
倉
は
注
連
縄
作
り
の
 

最
中
で
寺
る
。
 
稲
 刈
か
ら
藁
打
ち
 組
む
 

Ⅰ
Ⅰ
 

@
 
 
 

十
二
打
の
数
ほ
ど
扇
状
に
編
み
、
そ
れ
 

に
英
到
 色
紙
を
巻
き
つ
け
、
山
の
モ
ロ
 

プ
キ
や
ュ
ズ
リ
ハ
 、
ダ
イ
ダ
イ
を
付
け
 

て
 仕
上
が
り
で
あ
る
。
 

「
年
取
っ
て
き
て
一
つ
一
つ
作
ろ
う
 

ち
ゃ
、
や
お
い
か
ん
で
す
が
若
い
者
に
 

縄
 な
え
舌
口
っ
す
Ⅰ
も
な
え
き
り
ま
 っ
ヰ
 し
ん
 

も
た
ら
す
年
神
様
を
家
に
迎
え
る
目
印
 

だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
 

と
こ
ろ
で
、
早
崎
で
 ム
 「
も
正
月
の
任
 

 
 
連
縄
 を
し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
 

「
天
正
の
初
め
の
こ
ろ
大
友
毛
利
の
 

戦
争
の
時
毛
利
の
兵
士
 北
 辺
を
乱
妨
 せ
 

し
か
極
月
除
夜
の
事
な
り
し
か
ば
民
家
 

に
 飾
り
し
注
連
縄
 松
 か
ざ
り
を
引
致
 し
 

て
狼
詣
 せ
り
。
然
る
に
そ
の
翌
年
の
秋
 

五
穀
殊
に
豊
熟
な
り
し
か
は
去
年
の
敵
 

の
 乱
妨
 ハ
 か
え
り
て
此
所
の
吉
例
な
り
 

と
い
 ひ
て
 枝
郷
 早
崎
の
民
家
は
此
特
よ
 

0
 年
始
の
飾
り
を
や
め
け
る
か
今
に
 致
 

り
て
し
か
り
と
い
う
。
」
と
、
江
戸
時
 

代
の
筑
前
因
 続
 風
土
記
 拾
造
 に
あ
る
。
 

 
 

官
遊
（
住
み
て
代
々
注
連
作
 

（
角
川
歳
時
記
 

べ
 
つ
き
た
く
 じ
 

が
い
で
す
た
 い
 
。
」
と
言
っ
て
笑
い
が
 

 
 弾
け
た
。
 
 
 

正
月
の
旺
連
綿
 は
 、
豊
作
と
幸
せ
を
 

き
な
。
日
に
三
十
作
ろ
 う
 ち
や
、
 し
え
 

い
し
 え
 い
せ
な
で
す
な
…
こ
れ
が
生
き
 

ま
ぅ
 の
で
す
。
 ヒ
 い
っ
て
も
、
広
報
の
締
切
り
間
 

近
と
い
う
こ
と
か
ら
、
 "
 
時
間
か
ら
解
放
き
れ
た
 サ
 

な
ん
て
 圧
雅
 な
気
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

結
局
、
時
計
の
屯
池
を
換
え
、
も
と
の
生
活
に
 

戻
っ
た
わ
け
で
す
が
、
そ
の
一
件
で
 ム
 
「
ま
で
の
毎
 

日
に
つ
い
て
考
え
直
し
ま
し
た
。
 "
 
自
分
の
ス
ケ
 

ジ
ュ
ー
ル
管
理
は
…
。
な
ど
、
か
ん
な
に
平
等
に
 

与
え
ら
れ
た
こ
の
 "
 
時
間
 "
 と
い
う
も
の
を
有
効
 

に
使
う
こ
と
の
大
切
き
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
 

か
し
振
り
返
っ
て
み
る
と
時
間
を
有
効
活
用
し
て
 

い
る
の
で
は
な
く
時
間
に
使
わ
れ
て
い
る
毎
日
だ
 

っ
た
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
私
だ
け
で
 

は
な
く
、
現
代
人
か
ん
な
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

来
る
日
も
来
る
日
も
、
バ
タ
バ
タ
バ
タ
バ
タ
 、
忙
 

か
ら
 時
 計
 
-
 と
と
も
に
一
日
の
仕
事
を
慌
た
だ
し
く
 

さ
ば
い
て
い
る
 
宝
 c
 。
は
い
て
い
る
と
い
う
表
現
を
 

ピ
ッ
タ
リ
 
-
 私
に
と
っ
て
、
時
計
の
な
い
生
活
と
 

い
う
の
は
、
ど
こ
か
落
ち
つ
か
な
い
も
の
で
し
た
。
 

没
頭
し
て
い
る
と
つ
い
時
間
の
経
過
を
忘
れ
て
し
 

 
 

  

  

    


